
第� 4章

野菜の一生とつきあうということ

岩崎政利さんが切り開いてきた世界

佐藤剛史�  

l 愛おしさでみつめる� 

2 想いを受けとめる

工� p-ソードがあふれる畑

岩崎さんに畑を紹介してもらっていてまず感心したのは、植えられている野

菜についてよく覚えていることだ。いつ、どこで、誰からその野菜を手に入れ

たか、� つ一つ説明してくれる。4

それは、自111奇さんが、その野菜 種にこめられた歴史や物語、それを育てて

きた人の想L、といっしょにその野菜を育てているからだろう。たとえば、農園

を訪れたときに栽培されていた地カボチャは、北海道のある農家からいただい

たものだ。値えてみると、えぴ、すカ*チヤ、� Jj香カボチャ、黒カボチャなど 5

11山奇さんは、ニンジンの極j*り)[Jハウスの中で1'1、と話している間ずっと、 間類くらいの形買がでできて、そろわなかった。 捨てょうかと思ったという。� 

ンシンのイヒをあやしていた。あやすとは、岩崎さんの地方の胃葉で「種を採る

こと!の怠I~えた刀、ら、正確には、花をあや d という使いんは間違っているかも

しれなし、。しかし、お腕引に広がったニンジンの花を耐fごすっぽりと包み、� 

AdHfiのJJ 1'l-C"愛で続ける。その安から、円山奇さんがニンジンのその化をとんなに

安おしんでいるかが(ぶわってくる。さわるでも、触れるでも、� jf!iEでるでもな

く、たしかにあやしていた。

次の):111に移動する。すると、畑の作業小尾のがJにナスの的が置かれといた。� 

IEしいなすの 1'1'1である。む崎さんの知人が持ってきてくれたもののようだ。目

的さんも j~+，H しなかった市との山会いに驚いている。そして、 1 1.、や 、すご

いねえ� よく来たねえ� lと、前を愛おしむかのようにJEりかけた。u

b ?り II~?Jy|山刷 

町](J羽見雲仙「リ山市打い1)γv けぺ【� 削8 f今J行1十一:妻妻� m hj でむ就農[川川lo 0"守ド♂こごご、や、ろカか冶ら有機農業に切十りJl替手え、� mイE約2haの� 

:t IH で約 80 品種の TJ 菜をつくる。それらの野菜は、長崎市 li~ の消費者グループ

を'1'心に、レストランや首都閣のスーノfーなどにも出街きれている。特徴的な

のは、野菜の白家採種、いわゆる種採りで、現イ王は約� 60 f重の種採りを行って

いる。

そんな種採りの技術、そしてそれを支える経営も、本当に興味深し、。しか

し、� f重を愛おしむ岩崎さんのそのまなざしの深さ、種採りの経験を通じてつか

んだ哲学、岩崎さんが切り開いてきた世界を中心に、ここでは紹介しよう。� 

t;.崎さんの農|到には全|主|、tH:界から、いろんな野菜の種が集まる。私が訪れ

た日も、伏見� tt長トウガラシや満願寺ピーマン、雲仙こぶ高菜、九条ネギと

いった在来傾・出定慢だけでなく、アメリカからやって来たカラーピーマン、

什ンフランシスコからやって米た縞のきれいなトマト、ブラジルからやって来

たワイルドなナス、韓[-.:1からやって米た苫い食用タンポポなと、数多くの極が

育てられていたの新たにもらった径は、数年はつくってみるが、[気に入らな

だから、この地カボチャも捨てょうかと思ったというのだ。� |σければ捨てる

しかし、ちょうどそのとき、地カボヂャをいただいた農家が病気となってし

まったのである。� {';III奇ざんがつくらなければ、その地カボ� Tャは!たわれてしま

うことになる。それにこめられた歴史や物語、それを育ててきた人の想いと

いっしょに υ そして、告崎ちんは、その地カ;ドチャをつくり続けることを決心

した心

告崎さんが大切に育てといる雲仙こぶ高菜についても|叶様である。雲仙こぶ

高菜は、大きく成熟すると茎(葉柄)に親指大のこぶができる珍しい高菜だ。 地

元ご佳子屋さんを営んで、いる ~I華異 l直さんが、戦争が終わったときに q，固から持

ち帰った種である。吾妻町の特産にしようと� Ilf]の経済課の職員といっしょに、

昨さん宅を訪ねた。峰さんはすでに亡くなっていたが、奥さんの手によって原

憎の種が残されていたのである� 岩崎さんは、[峰さんがこの種子の中に生きO

続けているように感じる JI11と言う。
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岩崎~んの仰はそんなエピソードであふれている。いつ、どこで、稚からそ

の野菜を手に入れたかちゃんと覚えているのは、そんな理[ちからどろう。

取り返すことのできないもの

れ崎さんには、常に心配事が一つある。[種切れjである。 真[穏を訪れ

たとゑに栽t高;してい t)用のニンジン l土、再来年に播くための込めであっ

た。換言すれば、� 2 を貯蔵しているということだのそれでも、結時さ

んは� f検切れが怖いj という。

ぞれを跨いで、必は り立たな〈なるjなんて燃iむを想、{象したカヘ

そうではない。そ ・樺にこめられた!tt史や物語、それを育ててきた人の

惣いが、すべて失われることを恐れているのだろう。棒切れは、判的さんに

とっても、そして人主主にとっても、 よとわれたら決して}絞り返すことのでき

ない俄尖なのでふるυ

さんが在米械や出定絡の棟。〕ネヅ!っーク淡動を広げている理(11の一つ

1'.命力が宿るjことをつかみ取る。

ダイコンのゆに、元気なダイコン、わたしはこれを男

ダイコンと呼んマいるが、それを何本か混ぜておく� o y:lダイコンは生命)Jの強

いダイコンだから、ぞれを挽ぜることで、ダイコンが同じものだけにならず¥多

た� 

3んは、 菜などを育てよう、ヘ?てろうと怒え(;1:'、 とL、う

は片1~ ¥ることがで診なL川、逆に� i多械t'tを守る、集団長・守ることが大切だ

いうの育F妻、つまり厳しい灘抜を議ねれば、伝統野栄;の特徴?ある吟:命jJが� 

fたわれてしまい、� i控に、多機性を守tふことがその織の丹命力を守ることになる

ということだめ磁の多様性を守旬、多機性で被害'守る、� iそれが納物の� 111界|

なのだ。

もAai止、ついつい、よりよいものがほしし、と迫求して、 を寸

すめようとしたυ ぞれは月分の欲、人間のiのJそれだっとO¥


ぢんは、この経験それ己批判にまで深めてい〈 


は、 おくことにあるの11たわれたら、決して取り返すことのできない出失をf‘!被� 

ではないかり そして、 {仲中問カヘしいミるカか、ら5 F重3ヘ守、 多機性をつかみ、多綴性の2幹線を知~をと♂日r

な話をしたj後灸に、，?";"I崎与んは按械な表情“ご三う。 ぷんの十点物、多様I'ιl(ご士、;寸ゐまな2'"Lti、さらに深まってい

というムンジンは本当� lこ絞えてしまハた。でも、それらしきもめ 円同体i土lhJじだと思っていたが、 見えてくるのこれはスコ‘イで

は、遺伝子組み換えでおjり出すことがで怒るらしいんですよ すよ� 

種を伐そうとfヘ，� 

を簡隔に彼凶で手る先端技術にj，t‘する問題意識や哀しみがにじんでいた� 

3 多様性をみつめる

多様性を守る、多様性-('守る

さんは極採りをまfiめた当初、 I~ む奇グ鋭にそろえようとliitしし

荷重ね、純度をi高めていった。 ~んら仁い るが、[美しい

..... もすると、その51Fしかし、を選んだそう

下し、 なくなった。

岩崎忍んはも りを間違/)た から f~.ていた j と振り返る c 怪搾りは

制1tするヅロセスだと思っていt.:. こ号した経験を絞て、[多様性のなかに

~6 

:'!Hと数ねている岩崎びんの炎治と百薬iこは、ぞれに泣いもの L [..1
 ;ごと 見えてくるのだというれ� ペコ

し、-'¥コ、 5んのはうカτスこfイですよ!と、心からそう J11う

そんな岩崎ちんの人lj'はきそご楽しいた‘ろう� υ たとえば、人とのコミニ仁ニウ…

シ♂ンは人それぞれに個性があるからこそ来しく、t'Jらに学び土成長がある

そんなコミュ二ケーションの対象が人だけでなく、争産物;ごも 11;がっていふわけ

℃ふる。� 1T111二Jfllを眺めていても、手よとはまったく� iをうように見えているし、� υ

ろんなものをj惑じているはすゴだ。

子;納会んは、畑の織ぐなと話しながら、無意識のう%に、そこら;立の雑誌を

ちぎっては手で投みつぶし、臭い会嘆いだりしていた。もしかしたら、伝とコ

ミュニケーシヲンする開にも、雑草とこ3 ミュぶケ トしていたのかもしれな� 

、心L 

そして、 もっとも!様心した これ
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仲し hくら背穫をしても、 ぴ) トータ� Jlcでは変わらないのでは� って、 を多投する ら、有機長業へと切り� えること

な どっかを 、何かを を iましてやコ℃、会立 になる。

、ると、 はどっち と惑も
してやる。'(- はな仁、 :予んポえシ

」

たとえば、生 な夕、l'ご3ンを??とていたら、 丈:こと� iJ"

あ匂〉 どお� V) をやっていると、持者が茂りすぎて、 らな

かったのだのだから、ちゃんと肥料の畿をつントロールして、 綴lも

るω ぞれが農業なのだと言う。

捕物とコミヱニケ トし、植物の側慨を tJ，j選め、 このような科学にたとり後

いまでも「うま上、すげ…いし，jさんに会ってしばらくたっ0)ょtし、

会開いた� と Lているのであるが、ぞれはもしかしたら異業の沿界令よく

会通 だからかも れなしミと� になヲて、� 'j:裂ささんじこの訴を てらみ

と} そぷ 11 ~んは寸ごいねえ マ"二二二3ご三るとナ援さんも、'4

コしてし、るの

や� 11v) さんはすごし¥j機� VJという行為そのものや、ぞ は[， 

ま?もないが、研5dfまされた十i刷物的多様十iにkJするまなざしゃ、 そこからつ

かみ~y.ぺた官学が寸ごし、。 

4 自ら育む

5要点と� ての雑木林

に添うだ人うが、それは ある。

を うには、生命力のある になり、それを

ために栂採りを始めたというプロセスである。

料PI奇忽んは有機農業に切り替えるなかで、機の普段'2H'1に気がつく"

「大子千世間i会t 作り出している新しいド� 1交配将は、収穫量が多く、術、1，1IJ' ;IIIj 

も強く、大~ ，~、形が非常に揃う 1日1械が多し、のしかし、 交配椅の野来を� frwて

で思うことは、とにかく把料を多援に説、望書とすること川� 

しない
ヌル，
d:: 之〉 なのであゐ

iまれ之〉聖子来iよ、 うを

ペ)Jjくう止を' いう力がある 来、

人、ぞれ して ど人どんと{lflびていく。これを とL、ってし、るわ

レ」
、
�
 、

�
 

るんです}Jけで寸が、械が うよの1'[

を米栂や{Eこうして1-)機農業を可能にする、「上

"r.1 If作与:するために、極採りを始めたわけであ!るのあくまでも のための純ほり1 

Iill 11;(の縁で合っていたホダイコンナぬってきて、中直え』ぐ化合なの

ノ

'
V

かそfてふた旬、 ぎわに生えていたグイコン合11乙いて楠えてみたわ� 

fq
s
b
 

にしか見えないこともや ている。だが、;荒れ地ぴ)rj' f 

マIjcきている;聖子主主 して7・を茶としてと、ぞ
w

をIJJ 開いてつくづた詩 ことであるのだから のまわり いふのですじそんな好主主;土、そ あふれた聖子来 ぐ

返しの
れさんのすべてのき かITIま と さんが

でよくい;長を� Lていたという� ο

i主;慌をしながら、日ん でi的f較し、� nらのjJで育つ雑木林のしくふについ� 

]1しるま寸 し」 ，
Jι 

、
力の な野菜 グ〉 のである。

て考えは|二める。� 

ra然の雑木林た九� i J七1[;ーしていし、hよそれぞれがぬく伸びながらも、お� 

ふ。そして� Lの表耐iよ、でtが見えないくらいに洛九業がFふり傾もり、そのこと

問機亡しとの雑木林

そしで、この山の畑が、日出奇ぢんに新たなきっかけをうえた。� [I[のJI日の依り

，-…、
共同I件月巴舎ができたのである。� J佐月間の素材は、株主fのはど木、ヅυ

たぶん周は、総υているにふかふかのきた土を作1"議ち葉の-rによ'~) r)
イ
�
 

a
一叶ノ などだ。� 

って落ん立をに務ち、そのj芸人葉や生きた!二を治ることで、
おによっては悪臭がひどしυ農業改良普及ゼンターにt'Hi淡したところ

川� 

e乙よ

を?持ったjZ性永に変わうているので;ま‘
は野立ちに影響 LなLけとの夜祭が汲つぞきた。その一一方で、� 

f

それに、 る後ろめたさと、自ら L
h
 

3
L
V
 

きっかけが っている知人は アブラナ つくれなくなる。アンイ三ニア "し、ろ

調高� 4苦手 野菜<1)-~ '!ーとつきあうと
ゐ18 
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んごと以が寄ってくるから!とアドパイスしてくれた。とはいえ、これま

農業会やってきたのであるから、域肥を否定，批判はでゑないし、したくはな

い。でも� 1燃がかわいそう、守ってあげたし、!とも思う。

そこで、 もう 毛皮、自らのぬ問機農業の内符を目今日米しはじめる。そして、

的な農閣の実現、畑に外部から有機物会入れない釘峻農業への挑戦を始めた。

この共 うえでくれたきっかけだというの

来をつくることに疑鰐と 会じてい

たと長うが、後近はしどいに、ぞれに向信をもたはじめている� 大はなとのQ

を総{字体系に組み込んだり、野菜とひ千村iE物を交hに精えふイ

ンターク口、ソピングによって、地力を維持しようとしている。� 1原助ダイコンな

とではないか。

を採ろうとすると、美しい花;こ� 111会える。野家，にとって花企咲かサたとき

のときで、そこから先にいろんな没界が広がっている。その花と局長る。

末期必昆おけるの野菜め…'1'.とつゑあうわけマある。そこから卒;主に多くのこ

とが学べる。イとを解急、種を解く。そうしぐ全体が晃えだしたときに、裂

きるの野菜の吋ぬよ十とっさあうようになってよかったと思う。それらはた

しかに経済とは結びつかない絞界だけど、それこそが本主の終:よではないか。

そして、� l年という野主~O) 生が穣ふ重なってし、く。 

i小1ド1[慰話計カか、リ，~九5

v r:i'ド/)くり統{15カが王あり、 ごとかなかそろわなか叶た。11は立すずやれiたりiぴの)色に;は土きおぞそ� 

どは、 ニjL 分;にこ育つωi でで、れ� 

ると、暴れる(書きが茂行寸ダふ)ほどだという。

、カボチャなど続料を必習をとする狩奈は、 [-)患のた誌でふは限界がふ

る。野キミカルト� 3くな旬、いずれfまれなくなゐ。とのような'，HHw.:仰が効不よく

望美素;を I~I定するか、奇さんの作物の イクルi二j産しているか、

挑戦し、結んでいる最中なじある。

そして、fnJよりも種である。

を'j-命力あふれふものにすれば、第Jl史料の状熊マ に育っていく� 

j 抗ム耳来ミ椅.閏定犠をを砂右筏でで、(刈焔� E腔担を;泊討jい汲淡殺致(にこ、� fi i で、や� と8 ‘色がそろうようになったり� 15"1の繰り� j厄しのなか?、"1

ょうとして、X;'円と� i!&Ll::.-(:たのであるい人び) 

Il.f1Iりと十!~物の時間とはよ主う。それでも、その日'f業 i之、その人ぴ)思いそかなえよ

ろと、すこし見れながらも後からついて来ている Ul ニめ� 15¥十|開会本、ii否併

かったと思える。そして、またはえなかった将マ界カリ4えだ"4-0 

狩まにおくffJ}で1111んは、こんな話をしながら、優しいまなざしを3奇I~'1: 

る。

同行した三主役に、� I 器ぉ印象的だったことは?Jと聞くと、� fi'iぬがんの決:

力あ(;ti1:¥1

ふれる数子をまく、この三つのii:flみ合わ状、で、←加減ムトし たれていく まつた〈ぞのとお� t竹)令な?のであ之ゐ〉� ο ぽ史と物言語と� JTE1、いを公(J とめ、化と ~ih ~) " 

と想、う� をあやし、多操性の半41誌をとらえ、感動にあふれた均 11 をおくる ~li鶴谷ん υ そ

't1-山荷主 である を士却の小に� li千万iしようという 、i32まっ� C は1>:汚に家紋なのだの

いく。� 

{参4者交献}� 

<)2004¥1:お夫、d家の7'j来り家庭条例n人，の極E3討議r11存政手;1111'1l'i:法をとらえる5 
，1"会JJ 1集会幻りo合� 

ことが休戦からわかってきたり健療な野当主それるには、� ljきた とHIJs:ーした。 Iこれだけのいい訴を開示� Yながら…� j土、� l附五併}、?恕よ

[2Jお申告双手I11たね去りから見えてくるものはがれ� f農を交えたい� 

〈、{谷合彩、には、抗議奇さんの深窓をト分に理解できていないかもしれな
W3バヱミ� u、u本宵年郊での先高メモ)。

いが、岩崎さんの農枝、に刈悶する考えあーはこうだコ

生産を127めようとする紋術は一然たして農法だろうか。;もうと掠りたい?

踏を高めたい!とするのは、人黙の欲でしかないのではないかCi� J;i1.よとは、そ

んな欲が排除された無の状較ではないか。農法とは、 i~l1;とること、成毛主寸るこ

月日 事事� 4望者 型 ，のH みあうと，.うこと ラi 


